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(54)【発明の名称】植物の炭酸ガスによる害虫殺虫用設備と殺虫方法

(57)【要約】

【課題】  イチゴ苗等の植物についた害虫を化学農薬に

頼らず、大量に一括処理する炭酸ガスによる害虫殺虫用

設備と方法を提案する。

【解決手段】  気密ファスナーや気密可能な開閉扉や水

封方式により密閉でき植物の出し入れが可能な構造で、

下部に炭酸ガス注入用開閉口と上部に空気抜き用開閉口

を持ち、内部ガス循環用ファンを有し、炭酸ガスを透過

しない素材で作られた袋や容器や部屋からなり密閉時に

は内部と外部のガスの交換が少ない害虫殺虫用設備を使

用して、害虫殺虫時は温度調整器を用いて設備内部温度

を所定温度範囲内となるよう設定し、設備内に植物を置

き密閉し、炭酸ガスを下部にある炭酸ガス注入用開閉口

から注入し、炭酸ガスを下部に溜めて、空気を上部にあ

る空気抜き用開閉口より排出後、空気抜き用開閉口を閉

め、内部ガス循環用ファンを用いて炭酸ガス濃度を均一

化、所定炭酸ガス濃度範囲内かつ所定温度範囲内を保っ

たまま所定時間で殺虫する害虫殺虫方法。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

  気 密 フ ァ ス ナ ー や 気 密 可 能 な 開 閉 扉 や 水 封 方 式 に よ り 密 閉 で き 植 物 の 出 し 入 れ が 可 能 な

構 造 で 、 下 部 に 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 と 上 部 に 空 気 抜 き 用 開 閉 口 を 持 ち 、 内 部 ガ ス 循 環 用

フ ァ ン を 有 し 、 炭 酸 ガ ス を 透 過 し な い 素 材 で 作 ら れ た 袋 や 容 器 や 部 屋 か ら な り 密 閉 時 に は

内 部 と 外 部 の ガ ス の 交 換 が 少 な い こ と を 特 徴 と す る 害 虫 殺 虫 用 設 備 。

【 請 求 項 ２ 】

  袋 や 容 器 や 部 屋 の 素 材 と し て 炭 酸 ガ ス を 透 過 し な い ガ ス バ リ ア ー シ ー ト や 塗 料 、 金 属 、

コ ン ク リ ー ト 、 水 を 単 独 も し く は 組 み 合 わ せ で 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載

の 害 虫 殺 虫 用 設 備 。

【 請 求 項 ３ 】

  袋 や 容 器 や 部 屋 の 設 備 内 部 に 植 物 を 収 納 可 能 な 棚 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

～ ２ の い ず れ か に 記 載 の 害 虫 殺 虫 用 設 備 。

【 請 求 項 ４ 】

  炭 酸 ガ ス 注 入 口 を 袋 や 容 器 や 部 屋 の 設 備 の 側 面 の 下 部 に 設 置 し 、 そ の 対 角 線 上 に 内 部 の

空 気 を 排 出 す る 空 気 抜 き 用 開 閉 口 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に

記 載 の 害 虫 殺 虫 用 設 備 。

【 請 求 項 ５ 】

  袋 や 容 器 や 部 屋 の 設 備 の 上 部 、 中 間 部 、 下 部 に 内 部 の 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 測 定 で き る よ う ガ

ス サ ン プ リ ン グ 口 ま た は 炭 酸 ガ ス 濃 度 計 検 知 部 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４

の い ず れ か に 記 載 の 害 虫 殺 虫 用 設 備 。

【 請 求 項 ６ 】

  袋 や 容 器 や 部 屋 の 設 備 内 部 ま た は 外 部 に 温 度 調 整 器 を 設 置 し 、 環 境 温 度 を 調 整 で き る よ

う に す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 害 虫 殺 虫 用 設 備 。

【 請 求 項 ７ 】

  害 虫 殺 虫 時 は 、 袋 や 容 器 や 部 屋 の 設 備 内 部 温 度 を 所 定 温 度 範 囲 内 と な る よ う 設 定 し 、 設

備 内 に 植 物 を 置 き 密 閉 し 、 炭 酸 ガ ス を 下 部 に あ る 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 か ら 注 入 し 、 炭 酸

ガ ス を 下 部 に 溜 め て 、 空 気 を 上 部 に あ る 空 気 抜 き 用 開 閉 口 よ り 排 出 後 、 空 気 抜 き 用 開 閉 口

を 閉 め 、 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン を 用 い て 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 均 一 化 、 所 定 炭 酸 ガ ス 濃 度 範 囲 内

か つ 所 定 温 度 範 囲 内 を 保 っ た ま ま 所 定 時 間 で 殺 虫 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い

ず れ か に 記 載 の 害 虫 殺 虫 用 設 備 を 使 用 し た 害 虫 殺 虫 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

  イ チ ゴ 苗 で 害 虫 で あ る ハ ダ ニ 殺 虫 時 の 所 定 炭 酸 ガ ス 濃 度 範 囲 は ４ ０ ％ か ら ６ ０ ％ 、 所 定

温 度 範 囲 は ２ ５ ℃ か ら ３ ０ ℃ 、 所 定 時 間 は ２ ４ 時 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７

の い ず れ か に 記 載 の 害 虫 殺 虫 設 備 を 使 用 し た 害 虫 殺 虫 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

  本 発 明 は 、 イ チ ゴ 等 の 植 物 に つ い た 害 虫 を 炭 酸 ガ ス に よ り 殺 虫 す る の に 好 適 な 害 虫 殺 虫

用 設 備 と 殺 虫 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

  ハ ウ ス 等 の 本 圃 施 設 内 へ 害 虫 の い な い 植 物 苗 を 定 植 す る こ と は 本 圃 で の 減 化 学 農 薬 の た

め に 重 要 な 手 段 と 考 え ら れ 、 現 在 は 化 学 農 薬 を 使 用 し て 殺 虫 を 行 う 方 法 が 、 ま た 、 化 学 農

薬 に 替 わ る 植 物 苗 の 害 虫 殺 虫 方 法 と し て 所 定 温 度 に 調 整 し た 飽 和 水 蒸 気 流 を 植 物 苗 の 上 側

を 水 平 に 流 動 す る よ う に 生 成 さ せ 、 飽 和 水 蒸 気 流 中 に 植 物 苗 が 熱 障 害 を 受 け な い 範 囲 内 の

時 間 だ け 曝 し て お く 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ２ １ ２ ０ １ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

  し か し な が ら 、 化 学 農 薬 を 使 用 す る 方 法 は 葉 の 裏 面 へ の 効 果 的 な 化 学 農 薬 の 散 布 が 難 し

く 、 薬 剤 耐 性 の つ い た 害 虫 が 発 生 し や す く 殺 虫 が 困 難 と な っ て お り 、 ま た 特 許 文 献 １ の 植

物 苗 の 害 虫 殺 虫 方 法 で は 使 用 す る 飽 和 水 蒸 気 流 の 生 成 手 段 と し て 、 フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ユ ニ

ッ ト と 加 湿 ノ ズ ル と 温 湿 度 セ ン サ ー を 用 い 、 そ れ ら の 検 出 情 報 と 設 定 時 間 に 基 づ い て イ チ

ゴ 苗 を 飽 和 水 蒸 気 に 曝 す 温 度 と 湿 度 を 制 御 す る 必 要 が あ り 、 複 雑 な 制 御 装 置 が 必 要 と な る

と い っ た 問 題 点 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

  本 発 明 は 上 記 の 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 薬 剤 耐 性 の つ い た 害 虫 を

化 学 農 薬 や 複 雑 な 制 御 装 置 を 使 用 せ ず に 殺 虫 す る 害 虫 殺 虫 用 装 置 と 殺 虫 方 法 を 提 供 す る こ

と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

  上 記 課 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 の 害 虫 殺 虫 用 装 置 は 、 気 密 フ ァ ス ナ ー や 気 密 可 能 な 開 閉

扉 や 水 封 方 式 に よ り 密 閉 で き 植 物 の 出 し 入 れ が 可 能 な 構 造 で 、 下 部 に 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉

口 と 上 部 に 空 気 抜 き 用 開 閉 口 を 持 た せ 、 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン を 設 置 し 、 炭 酸 ガ ス を 透 過

し な い 素 材 で 作 ら れ た 袋 や 容 器 や 部 屋 か ら な り 密 閉 時 に は 内 部 と 外 部 の ガ ス の 交 換 が 少 な

い 害 虫 殺 虫 用 設 備 と し 、 設 備 の 上 部 、 中 間 部 、 下 部 に 内 部 の 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 測 定 で き る よ

う ガ ス サ ン プ リ ン グ 口 ま た は 炭 酸 ガ ス 濃 度 計 検 知 部 を 設 置 し 、 設 備 内 部 ま た は 外 部 に 温 度

調 整 器 を 設 置 し 、 環 境 温 度 を 調 整 で き る よ う に す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

  害 虫 殺 虫 時 は 、 袋 や 容 器 や 部 屋 の 設 備 内 部 温 度 を 所 定 温 度 範 囲 内 と な る よ う 設 定 し 、 設

備 内 に 植 物 を 置 き 密 閉 し 、 炭 酸 ガ ス を 下 部 に あ る 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 か ら 注 入 し 、 炭 酸

ガ ス を 下 部 に 溜 め て 、 空 気 を 上 部 に あ る 空 気 抜 き 用 開 閉 口 よ り 排 出 後 、 空 気 抜 き 用 開 閉 口

を 閉 め 、 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン を 用 い て 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 均 一 化 、 所 定 炭 酸 ガ ス 濃 度 範 囲 内

か つ 所 定 温 度 範 囲 内 を 保 っ た ま ま 所 定 時 間 で 殺 虫 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

  本 発 明 に 係 る 害 虫 殺 虫 用 設 備 に よ れ ば 、 薬 剤 耐 性 の つ い た 害 虫 を 化 学 農 薬 や 複 雑 な 制 御

装 置 を 使 用 せ ず に 殺 虫 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 害 虫 殺 虫 バ ッ グ 設 備 一 式 と 枠 付 き 棚 と 苗 箱 設 置 正 面 図

【 図 ２ 】 害 虫 殺 虫 バ ッ グ 設 備 一 式 と 枠 付 き 棚 と 苗 箱 設 置 横 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

  以 下 、 本 発 明 の 形 態 を 図 １ と 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に よ っ て 何 ら 限

定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

  図 １ と 図 ２ は 気 密 フ ァ ス ナ ー を 使 用 し た 害 虫 殺 虫 バ ッ グ 設 備 一 式 と 内 部 に 設 置 さ れ た 枠

付 き 棚 と 植 物 苗 箱 を 正 面 と 横 か ら 図 示 し た も の で あ る 。 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ は 、 前 面 と 後 面

と な る 部 分 の 下 部 以 外 の 三 方 に 、 片 方 の 端 部 分 を 始 点 と し 、 も う 一 方 の 端 部 分 を 終 点 と す

る 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ が つ い て お り 、 開 口 時 に 枠 付 き 棚 ３ を 搬 入 す る こ と が で き る 。 害 虫 殺

虫 バ ッ グ １ の 袋 部 分 は 熱 溶 着 や 高 周 波 溶 着 を 行 う た め の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 や ポ リ 塩 化

ビ ニ ー ル 等 か ら な る フ ィ ル ム 層 と ア ル ミ 蒸 着 し た ポ リ エ ス テ ル や エ チ レ ン － ビ ニ ル ア ル コ

ー ル 共 重 合 体 等 か ら な る ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 層 と を 多 層 に 積 層 し た ガ ス バ リ ア ー シ ー ト を

溶 着 し て 作 成 し 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ の 取 付 け は フ ァ ス ナ ー の 樹 脂 製 テ ー プ 部 分 と 害 虫 殺 虫
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バ ッ グ １ を 溶 着 し て 行 う 。 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ の 形 状 と 材 質 は 気 密 性 を 保 て る も の で あ れ ば

特 に 制 限 は な い が 嵌 合 強 度 や 密 閉 性 に 優 れ る テ ー プ に エ レ メ ン ト が つ い て ス ラ イ ダ ー で 開

閉 す る タ イ プ の 止 フ ァ ス ナ ー で 、 錆 び な い 合 成 樹 脂 製 の も の が 好 ま し い 。 枠 付 き 棚 ３ は １

段 に 植 物 苗 箱 ４ を 横 ４ 列 、 奥 ４ 列 、 合 計 １ ６ 個 、 ま た 縦 に ４ 段 設 置 で き る よ う 設 計 さ れ て

お り 、 最 上 段 の 棚 を 囲 む 部 分 に は 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 天 井 部 分 を 支 え る 枠 が 設 置 さ れ て お

り 、 各 棚 は 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱 ４ を 載 せ た 場 合 、 上 段 の 棚 や 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 天 井

部 分 に 葉 が つ か ず 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ を 閉 じ た 後 、 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン ５ を 稼 働 さ せ た

時 に 十 分 に ガ ス が 循 環 す る よ う に な っ て い る 。 枠 付 き 棚 ３ の 材 質 は 植 物 苗 箱 ４ を 載 せ る こ

と か ら 金 属 製 で 強 度 の あ る も の が 好 ま し い 。 ま た 、 炭 酸 ガ ス 注 入 口 ６ を 袋 や 容 器 や 部 屋 の

設 備 の 側 面 の 下 部 に 設 置 し 、 そ の 対 角 線 上 に 内 部 の 空 気 を 排 出 す る 空 気 抜 き 用 開 閉 口 ７ を

設 置 す る 。 ま た 、 設 備 の 上 部 、 中 間 部 、 下 部 に 内 部 の 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 測 定 で き る よ う ガ ス

サ ン プ リ ン グ 用 開 閉 口 ８ を 設 置 す る 。 そ れ ぞ れ の 開 閉 口 の 構 造 は チ ュ ー ブ を 害 虫 殺 虫 バ ッ

グ １ に 突 設 し 、 ピ ン チ コ ッ ク や コ ッ ク で 開 閉 を 行 う の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

  害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ を 開 き 、 枠 付 き 棚 ３ を 搬 入 し た 後 、 内 部 温 度 を 所

定 温 度 範 囲 内 と な る よ う ヒ ー タ ー 等 の 温 度 調 整 器 を 設 定 し 、 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱 ４ を

下 の 段 か ら ２ 、 ３ 、 ４ 段 目 に １ ６ 箱 ず つ 置 く 。 最 下 部 の １ 段 に は 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン ５

を 設 置 す る た め １ 段 目 の 対 角 線 上 と な る ２ ヶ 所 に 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱 ４ を 置 か ず に １

４ 箱 を 置 き 、 開 け た 場 所 に 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン ５ を 設 置 し 、 配 線 １ ２ を 害 虫 殺 虫 バ ッ グ

１ の 横 面 に 穴 を 開 け て 通 し パ テ で 密 閉 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

  炭 酸 ガ ス を 注 入 さ せ る 方 法 は 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ と ガ ス サ ン プ リ ン グ 用 開 閉 口 ８ を 閉 じ

、 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 ６ と 空 気 抜 き 用 開 閉 口 ７ を 開 け 、 炭 酸 ガ ス ボ ン ベ ９ の 加 温 式 圧 力

調 整 器 １ ０ に 接 続 さ れ た 開 閉 弁 １ １ を 開 け 、 炭 酸 ガ ス を 下 部 に あ る 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口

６ か ら 多 量 に 注 入 さ せ 、 炭 酸 ガ ス を 下 部 に 溜 め て 、 空 気 を 上 部 に あ る 空 気 抜 き 用 開 閉 口 ７

か ら 排 出 さ せ る 。 炭 酸 ガ ス の 注 入 量 は 設 備 の 内 容 積 と 所 定 炭 酸 ガ ス 濃 度 と の 積 と な る 量 で

あ り 、 注 入 後 は 空 気 抜 き 用 開 閉 口 ７ を 閉 じ 、 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン ５ を 稼 働 さ せ 、 内 部 の

炭 酸 ガ ス 濃 度 を 均 一 化 さ せ る 。 均 一 化 後 、 ガ ス サ ン プ リ ン グ 用 開 閉 口 ８ よ り 、 均 一 化 し た

ガ ス を 取 り 出 し 、 炭 酸 ガ ス 濃 度 計 で 所 定 炭 酸 ガ ス 濃 度 範 囲 内 の 濃 度 で あ る こ と を 確 認 後 、

炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 ６ を 閉 じ 、 そ の ま ま 所 定 時 間 放 置 し た 後 、 換 気 を 十 分 に 行 い な が ら

気 密 フ ァ ス ナ ー ２ を 開 い て 、 中 の ガ ス を 外 気 と 入 れ 替 え た 後 、 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱 ４

を 取 り 出 し 、 そ の ま ま ハ ウ ス 等 に 定 植 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

  ま た 、 気 密 性 の あ る 部 屋 を 使 用 す る 場 合 は 、 部 屋 全 体 を 炭 酸 ガ ス 遮 断 性 の ア ク リ ル ゴ ム

製 塗 料 や 金 属 、 コ ン ク リ ー ト で 隙 間 な く 覆 い 、 開 閉 扉 の 気 密 を 維 持 さ せ る た め 隙 間 部 分 を

金 属 テ ー プ で 目 張 り す る 。 ま た 、 水 封 方 式 を 実 施 す る 場 合 は 建 物 内 に 天 井 部 と 周 辺 部 を 覆

う カ バ ー を 前 記 の ガ ス バ リ ア ー シ ー ト で 作 成 し 、 床 面 と な る 場 所 を 炭 酸 ガ ス 遮 断 性 の ア ク

リ ル ゴ ム 製 塗 料 や コ ン ク リ ー ト で 隙 間 な く 覆 う か 、 前 記 の ガ ス バ リ ア ー シ ー ト で 覆 い 、 周

辺 部 カ バ ー は 上 下 に 昇 降 開 閉 可 能 と し 周 辺 部 カ バ ー が 建 物 の 床 に 着 く 場 所 に 溝 を 凹 設 し こ

の 溝 に 水 を 張 り 、 周 辺 部 カ バ ー の シ ー ト の 下 端 部 を 溝 内 に 突 入 さ せ 気 密 性 を 維 持 さ せ る 。

ま た 、 炭 酸 ガ ス の 注 入 方 法 や 注 入 量 、 空 気 の 排 出 方 法 、 炭 酸 ガ ス 均 一 化 に よ り 所 定 炭 酸 ガ

ス 濃 度 範 囲 内 と す る 方 法 や 所 定 温 度 範 囲 内 と す る 方 法 等 は 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 方 法 と 同 様

で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

  ま た 、 イ チ ゴ 苗 で 害 虫 で あ る ハ ダ ニ 殺 虫 時 の 所 定 炭 酸 ガ ス 濃 度 範 囲 は ４ ０ ％ か ら ６ ０ ％

、 所 定 温 度 範 囲 は ２ ５ ℃ か ら ３ ０ ℃ 、 所 定 時 間 は ２ ４ 時 間 で あ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ６ 】

  以 下 に 本 発 明 の 設 備 を 用 い た 害 虫 殺 虫 試 験 に つ い て 図 １ と 図 ２ を 用 い て 説 明 す る が 、 本

発 明 は こ れ に よ っ て 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】

  害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ は 、 縦 １ ． ６ ｍ 、 横 １ ． ６ ｍ 、 奥 行 き ２ ． ２ ｍ （ 内 容 積 ５ ， ６ ０ ０ Ｌ

） で 前 面 と 後 面 と な る 部 分 の 下 部 以 外 の 三 方 に １ 本 の つ な が っ た 長 さ ４ ． ８ ｍ の 気 密 フ ァ

ス ナ ー ２ が つ い て い る 。 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 袋 部 分 は ポ リ 塩 化 ビ ニ ー ル フ ィ ル ム 層 と ア ル

ミ 蒸 着 ポ リ エ ス テ ル ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 層 と を 多 層 に 積 層 し た ガ ス バ リ ア ー シ ー ト を 溶 着

し て 作 成 し た も の で あ り 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ の 取 付 け は フ ァ ス ナ ー の 塩 化 ビ ニ ー ル 製 の テ

ー プ 部 分 と 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ を 溶 着 し て お こ な っ た 。 枠 付 き 棚 ３ は 金 属 製 で 縦 １ ． ５ ｍ 、

横 １ ． ５ ｍ 、 奥 行 き ２ ． １ ｍ で 棚 が ４ 段 あ り 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ を 開 け た 状 態 で 害 虫 殺 虫

バ ッ グ １ に 搬 入 し た 。 環 境 温 度 が ２ ８ ℃ で あ っ た こ と か ら 、 温 度 調 整 器 に よ る 温 度 調 整 は

行 わ ず 、 縦 ８ ０ ｍ ｍ 、 横 ３ ５ ８ ｍ ｍ 、 奥 行 き ５ ０ ０ ｍ ｍ の イ チ ゴ 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱

４ を 枠 付 き 棚 ３ の 下 か ら ２ 、 ３ 、 ４ 段 目 の 各 段 に 横 ４ 列 、 奥 ４ 列 、 合 計 １ ６ 個 ず つ 置 い た

。 最 下 部 の １ 段 目 は 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン ５ を 設 置 す る た め １ 段 目 の 対 角 線 上 の ２ ヶ 所 に

イ チ ゴ 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱 ４ を 置 か ず に １ ４ 箱 を 置 き 、 開 け た 場 所 に 内 部 ガ ス 循 環 用

フ ァ ン ５ を 設 置 し 、 配 線 １ ２ を 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 横 面 に 穴 を 開 け て 通 し た 後 パ テ で 密 閉

し 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ を 閉 め た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

  ガ ス サ ン プ リ ン グ 用 開 閉 口 ８ を 閉 じ た 後 、 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 ６ と 空 気 抜 き 用 開 閉 口

７ を 開 け 、 炭 酸 ガ ス ボ ン ベ ９ の 加 温 式 圧 力 調 整 器 １ ０ に 接 続 し た 開 閉 弁 １ １ を 開 け 、 炭 酸

ガ ス を 注 入 さ せ た 。 炭 酸 ガ ス の 注 入 量 は 、 設 備 の 内 容 積 と 炭 酸 ガ ス 濃 度 約 ６ ０ ％ と の 積 の

３ ， ３ ０ ０ Ｌ で あ り 、 ま ず ２ ０ Ｌ ／ 分 で ３ ０ 分 そ の 後 ９ ０ Ｌ ／ 分 で ３ ０ 分 注 入 し 、 炭 酸 ガ

ス を 下 部 に 溜 め 、 空 気 を 空 気 抜 き 用 開 閉 口 ７ か ら 排 出 さ せ た 後 、 開 閉 弁 １ １ と 空 気 抜 き 用

開 閉 口 ７ を 閉 じ 、 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン ５ を 稼 働 さ せ 、 内 部 の 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 均 一 化 さ せ

た 。 均 一 化 後 、 上 部 、 中 間 部 、 下 部 の ガ ス サ ン プ リ ン グ 用 開 閉 口 ８ よ り ガ ス を サ ン プ リ ン

グ し 、 炭 酸 ガ ス 濃 度 計 で 炭 酸 ガ ス 濃 度 が 約 ６ ０ ％ で あ る こ と を 確 認 で き た の で 、 炭 酸 ガ ス

注 入 用 開 閉 口 ６ を 閉 め 、 ２ ４ 時 間 後 、 再 度 サ ン プ リ ン グ し て 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 確 認 し 、 ほ ぼ

６ ０ ％ を 維 持 し て い た こ と を 確 認 し た 。 そ の 後 換 気 を 十 分 に 行 い な が ら 気 密 フ ァ ス ナ ー ２

を 開 い て 、 中 の ガ ス を 外 気 と 入 れ 替 え た 後 、 イ チ ゴ 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱 を 取 り 出 し た

。 イ チ ゴ 苗 の 様 子 を 確 認 し た が 枯 れ 等 は 起 こ っ て い な か っ た 。 そ の 後 、 ハ ウ ス 内 に 定 植 し

、 ３ ヶ 月 後 の ハ ダ ニ の 発 生 状 況 を 確 認 し た が ハ ダ ニ が 発 生 し た イ チ ゴ 苗 は ０ ％ で あ っ た 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

１     害 虫 殺 虫 バ ッ グ

２     気 密 フ ァ ス ナ ー

３     枠 付 き 棚

４     植 物 苗 箱

５     内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン

６     炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口

７     空 気 抜 き 用 開 閉 口

８     ガ ス サ ン プ リ ン グ 用 開 閉 口

９     炭 酸 ガ ス ボ ン ベ

１ ０   加 温 式 圧 力 調 整 器

１ １   開 閉 弁

１ ２   配 線
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 平 成 25年 12月 5日 (20 1 3 . 1 2 . 5 )

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 請 求 項 ４ 】

炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 を 袋 や 容 器 や 部 屋 の 設 備 の 側 面 の 下 部 に 設 置 し 、 そ の 対 角 線 上 に 内

部 の 空 気 を 排 出 す る 空 気 抜 き 用 開 閉 口 を 設 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ

か に 記 載 の 害 虫 殺 虫 用 設 備 。

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 ０ ０ １ １ 】

  図 １ と 図 ２ は 気 密 フ ァ ス ナ ー を 使 用 し た 害 虫 殺 虫 バ ッ グ 設 備 一 式 と 内 部 に 設 置 さ れ た 枠

付 き 棚 と 植 物 苗 箱 を 正 面 と 横 か ら 図 示 し た も の で あ る 。 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ は 、 前 面 と 後 面

と な る 部 分 の 下 部 以 外 の 三 方 に 、 片 方 の 端 部 分 を 始 点 と し 、 も う 一 方 の 端 部 分 を 終 点 と す

る 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ が つ い て お り 、 開 口 時 に 枠 付 き 棚 ３ を 搬 入 す る こ と が で き る 。 害 虫 殺

虫 バ ッ グ １ の 袋 部 分 は 熱 溶 着 や 高 周 波 溶 着 を 行 う た め の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 や ポ リ 塩 化

ビ ニ ー ル 等 か ら な る フ ィ ル ム 層 と ア ル ミ 蒸 着 し た ポ リ エ ス テ ル や エ チ レ ン － ビ ニ ル ア ル コ

ー ル 共 重 合 体 等 か ら な る ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム 層 と を 多 層 に 積 層 し た ガ ス バ リ ア ー シ ー ト を

溶 着 し て 作 成 し 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ の 取 付 け は フ ァ ス ナ ー の 樹 脂 製 テ ー プ 部 分 と 害 虫 殺 虫
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バ ッ グ １ を 溶 着 し て 行 う 。 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ の 形 状 と 材 質 は 気 密 性 を 保 て る も の で あ れ ば

特 に 制 限 は な い が 嵌 合 強 度 や 密 閉 性 に 優 れ る テ ー プ に エ レ メ ン ト が つ い て ス ラ イ ダ ー で 開

閉 す る タ イ プ の 止 フ ァ ス ナ ー で 、 錆 び な い 合 成 樹 脂 製 の も の が 好 ま し い 。 枠 付 き 棚 ３ は １

段 に 植 物 苗 箱 ４ を 横 ４ 列 、 奥 ４ 列 、 合 計 １ ６ 個 、 ま た 縦 に ４ 段 設 置 で き る よ う 設 計 さ れ て

お り 、 最 上 段 の 棚 を 囲 む 部 分 に は 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 天 井 部 分 を 支 え る 枠 が 設 置 さ れ て お

り 、 各 棚 は 苗 の 植 え ら れ た 植 物 苗 箱 ４ を 載 せ た 場 合 、 上 段 の 棚 や 害 虫 殺 虫 バ ッ グ １ の 天 井

部 分 に 葉 が つ か ず 、 気 密 フ ァ ス ナ ー ２ を 閉 じ た 後 、 内 部 ガ ス 循 環 用 フ ァ ン ５ を 稼 働 さ せ た

時 に 十 分 に ガ ス が 循 環 す る よ う に な っ て い る 。 枠 付 き 棚 ３ の 材 質 は 植 物 苗 箱 ４ を 載 せ る こ

と か ら 金 属 製 で 強 度 の あ る も の が 好 ま し い 。 ま た 、 炭 酸 ガ ス 注 入 用 開 閉 口 ６ を 袋 や 容 器 や

部 屋 の 設 備 の 側 面 の 下 部 に 設 置 し 、 そ の 対 角 線 上 に 内 部 の 空 気 を 排 出 す る 空 気 抜 き 用 開 閉

口 ７ を 設 置 す る 。 ま た 、 設 備 の 上 部 、 中 間 部 、 下 部 に 内 部 の 炭 酸 ガ ス 濃 度 を 測 定 で き る よ

う ガ ス サ ン プ リ ン グ 用 開 閉 口 ８ を 設 置 す る 。 そ れ ぞ れ の 開 閉 口 の 構 造 は チ ュ ー ブ を 害 虫 殺

虫 バ ッ グ １ に 突 設 し 、 ピ ン チ コ ッ ク や コ ッ ク で 開 閉 を 行 う の が 好 ま し い 。
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